
 

団塊世代等地域づくり活動きっかけづくり支援事業 

項 目 内                 容 

事業の目的 

定年退職の時期を迎えた団塊世代等シニア層については、その技能・経験等を活かし、又は新たな

ライフスタイルのあり方の一つとして、地域づくり活動の新たな担い手となることが求められてい

るが、活動したいという意欲はあっても、きっかけがつかめず、具体的にどう関わっていけばいい

か悩んでいる場合も少なくない。このため、団塊世代等シニア層を主たる対象として、地域づくり

活動の実践のきっかけを提供することを目的として本事業を実施する。 

事業の概要 

団塊世代等シニア層を主たる対象として、地域づくり活動の実践へのきっかけづくりに関し次の全

事業を実施。さらに応募団体で、これら事業の運用に関するアイデアや事業目的の達成に資する事

業を付加。 
【活動体験準備セミナーの開催】 
① 地域づくり活動に必要な知識、心構え、スキル等を学習するセミナー 
【活動体験プログラムの実施】 
② 多彩な団体（ＮＰＯ、ボランティア団体、地域団体等）と協働して、参加者が地域づくり活動

を実習する体験プログラム 
【活動体験後の活動継続に向けたフォローアップ】 
③ 活動継続を希望する参加者とＮＰＯ等とのマッチング等を行う「交流会」 
④ 活動継続を希望する参加者を中心とした「参加者への情報提供や参加者相互の意見交換」 
※ 実施期間 
平成１９年６月～平成２０年３月 

実施地域 
 ・ １応募団体の事業実施地域の範囲は概ね１県民局管内 
  ・ 但し、神戸地域は県民局管内全域を対象としなくても可 

役割分担 

【行政の役割】 
① 「ひょうごボランタリー活動トライやる事業実施マニュアル」｢参画と協働ガイドブック｣等必

要な情報提供 
② 「参加体験準備セミナー」｢活動体験プログラム｣｢交流会｣等企画検討への参画 
③ 参加者募集等広報活動の支援 
④ 参加者の地域間での相互調整 
⑤ 情報提供や意見交換に対する必要な支援 
【ＮＰＯの役割】 
① 団塊世代等シニア層を主たる対象とした地域づくり活動の実践を希望する参加者の募集（概ね
30名以上） 

② カリキュラム設定、講師選定及び講義やグループワーク等の手法について工夫した「参加体験

準備セミナー」の開催 
③ 多彩な受入団体の確保等のコーディネートを踏まえ、１参加者につき５日以上の具体の地域づ

くり活動を体験する「活動体験プログラム」の実施 
④ 「交流会」の開催 
⑤ 「参加者への情報提供や参加者相互の意見交換」の実施 
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期待できる 
効果 

① 団塊世代等が、この事業をきっかけとして、地域づくり活動に継続的に参加していくことがで

きる。 
② 地域づくり活動に取り組むＮＰＯ等が、活動の担い手として団塊世代等を獲得することによ
り、活動を活性化することができる。 

③ ①②を通じて、地域コミュニティの発展に寄与する。 

協働の相手の
ＮＰＯの要件 

団塊世代等を地域づくり活動に誘導することが可能なネットワークを有し、県下で活動しているＮ
ＰＯ法人、ＮＰＯ法人に準じる団体又は市区町社会福祉協議会（※） 
 
※ 参加者募集・受入団体の確保・準備セミナー・体験プログラム・活動継続に向けたフォローア
ップの各場面において、ＮＰＯ法人、ボランティアグループ等と協働し、相互の強み（ネットワ
ークや支援ノウハウ）を活かした事業推進をお願いします。 

助成金額 １事業 ５０万円以内（募集件数 ６事業） 

 

 - 7 -


